
684 ダムの流量解析から算定した鳥海山における12000mm以上の年降水量の年々変動，1979～2003

影響が考えられる．実際の年降水量の年々変動の振幅

はダムの値から推定される値より大きい可能性がある．

　なお，後半1990年代以降の流域平均年降水量8000

mm以上の年数増加や年降水量12000mm以上の領域

が増加した可能性とその年々変動については，世界規

模温暖化との関連が考えられる．たとえば，温暖化に

伴う海水温の上昇は，大気対流圏への水蒸気輸送を増

やし，山地斜面上の強制上昇による降水量が増加する

というようなシナリオである．

　しかし，現実の流域降水量の算定結果は，多降水年

増加の中に発現する少降水年との較差の増大という推

移も示しているので，強制上昇を強化するような気流

系やその年々変動についての検討などが必要である．

また，限定された山地の広域気候変動指標としての代

表性の説明やその検証等の議論も必要になる．これら

の議論には，さらに日本海規模の海水温その他の関連

資料との長期間照合なども望ましいが，前述した鳥海

山における大量降水の事例は，そのような議論にとっ

て有用な資料源であることを示している．
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月例会「長期予報と大気大循環」の会場変更のお知らせ

　11月1日に開催予定の標記月例会について，開催場

所を本誌2005年5月号でお知らせした気象庁大会議室

（本庁舎5階）から，気象庁3号庁舎（本庁舎の中庭側

の2階建ての建物）3023会議室に変更致します．大変

ご迷惑をおかけしますが，何卒ご了承願います．

　　　　　　　　　　記

日時：2005年11月1日（火）13時30分～17時

場所：気象庁3号庁舎3023会議室（本庁舎横〉

メインテーマ：地球温暖化と東アジアの気象

申込・問い合わせ先：

　　〒100－8122　東京都千代田区大手町1－3－4

　気象庁気候情報課内　LFグループ事務局

　Te1・Fax：03－3211－8406（自動切換え）

　E－mai1：1fd＿clim＠hq．kishou．gojp
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